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一 （ー） 一
六つの 〈 自 叙伝〉
これに
対し
て
『持情
詩時代
』
『あ
る山の話
』
『一
冊の
バイ
ブ
ル』
は、
それ
らを束ね、
貫く
べ
き視点を
持つ
ては
いず
、
これ
ま
でに
作
者が経験した
出来事
を、
題材的な興
味のままに小
説化し
ただけ
とい
った印
象を与え
、
相互に脈
絡を
失っ
て
、
一時
代の挿
大正八年
（一九一九
）、
小説家
へ
の転
身
を企てた
『愛
の
詩集』
『持情小曲集
』
（大
7
・9
、
ともに
感情詩
社刊）
の
詩人
・室生犀
星は、
同年
中に以下
の
よう
に自身
の経
歴
・人
生に
（大
7
・1
）
室生犀星
話た
るに
とど
まっ
ていた
。
主人公
・
「私
L
の
成
長、
発展
とい
う
題材
を求めた
〈自
叙伝〉
をた
てつ
づ
けに執
筆
・発表し
た。
主題を、
十分に描
き得
て
いない
ので
ある。
持情詩時代
（『 文章世界
』
大8
・5
）
は、
描く
とは
いえ
、
これ
ら二
つ
の作
品群、
六つの
〈自叙伝
〉
2 
ある山の話
（『 短歌雑誌
』
大8
・8
）
幼年時代
（『
中央公論
』
大8
・8
）
一冊
のバイ
ブル
べき
素材、
時期が
それ
ぞれ
に重ならな
い
ように配
慮
されて
おり、
『あ
る山の話
』
にはそ
の末
尾、
「（
自叙伝
の
一章
）」
と記
されて
いる
こと
からも、
犀星が当初か
らこれ
ら
〈自叙伝〉
一 （二） 一
3 
（『 文章世界
』
大8
・9
）
性に
眼覚め
る頃
（『
中央公論」
大8
－m
）
或る少
女の死
まで
（『
中央公論
』
大8
・日）
この
うち、
世に犀
星ありと
陪一伝
せし
め、
小説家
として
のデ
ビ
ュー
をはなやかに
飾っ
た作品が
『幼年時代
』
であ
り、
不退転
の
決意
でも
っ
て執
筆さ
れた
ことは
よく
知
られて
いる
ことだ。
この
4 
の執
筆に
つ
いて
、
ある
種の見
通し、
長期的な計画を持
って
い
たこ
とは
確か
なことで
あ
った
。
どうやらそれは数
作を
もっ
て
、
一つの
長編的
な〈
自叙伝
〉
を構想す
る目
論見だ
、
と考えら
れる
の
であるが、
しか
しながら、
『幼年時代
』
にはじ
まる
三連
作に
よ
って
、
それ
は修
正
・再編を余儀な
くされ、
これら二
つ
の作
品群、
大正八年
前期と
後期と
に言
い換
えても
良いが
、
室生犀星
の
〈自
叙伝〉
に
つい
て
の考
え方は
大きく変化
し、
それら
作品
のあ
りょうも、
ま
るで異
なった
ものに
なっ
てい
ったので
あった
。
5 6 
『幼
年時代
』
にはじ
まって
『性
に眼
覚
める頃
』
『或
る少女
の死
まで』
とつ
づく
、
当時
の
一流雑誌
『中央公論
』
に発
表
された
三
連作は
「｜｜時代」
「｜｜頃
」「
ーーま
で」 と表
題に述
べる
よう
一つ
の時
この
こと
について
、
六つの
〈自叙伝
て
その扱
われ
た時
期を
考察
する
ことによ
り、
究明
して
い
こう
とする
のが
小論
の目
的で
に、
あえ
て時
期的な区分
を明らか
にする
こと
により
、
代を
語ろ
うとす
る意志的
な姿勢を
見せ
てい
たので
ある。
このこ
とはこれ
らの作
品があ 連絡、
統一
的な視
点によ
って
、
長編的
な構
想のも
と
に書かれ
てい
たこと
をう
かが
わせる
。
ある。
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（控1）
難い
とされて
い
るが、
ここ
の叙
述には符
合
して
いる
。
それはと
もあれ、
彼が
四高
教授藤井紫影
に
、北
声会
に
おい
て俳
句の評
点
を受け
はじめた
のは
、
明治
三十八
年
（一
九O
五）
十七歳
の時
（満年
齢十六歳。
以下とくに
こと
わらな
い限
り、
数え年を採用
する
）
からであ
り、
作中、
東京
の
少年雑誌
に文
章を投
書し
て
「銀
の
ハ
アト
形の
メダル
」
を賞
牌と
して
得た
「行く春」
とい
う
文章
は、
同年七
月、
博文館発行
の
『少年世界』
に掲
載されたも
ので
あれば、
ここの
「十
五ぐ
らゐ
の時
代」
は、
十七
歳の
ことと
し
て
も良
い
かもしれ
ない。
しかしそ
の外に述
べら
れて
い
ること、
明
『持情詩
時代』
は、
「私は
十五ぐ
らゐの
時
代から俳
句を作
って
ゐた
」
とい
う一
文からはじま
って
いる
。
「初め
は旧
派の宗
匠に
なら
って
ゐ
たが、
後には紫
影先生
に見ても
ら
ってゐ
た」
と続
く
この
作
品は、
以後、
「そ
のこ
ろ少
年世界が
私の
ふとこ
ろに入
っ
てゐた
」
「私が芝居
を
見は
じめた
のも
、
そのこ
ろからであ
った
」
等、
「そ
の
ころ
」
を何回と
なく
述べ
るに
対し
て、
年齢を述
べる
のは冒
頭の
一文
のみ
、
それに準 ずるも
のと
して
「私」
が中学
の
一年
生であ
ったこと
を記
して
い
るが、
とす
れば
この
作品は
、あ
る年、
「十
五ぐ
らゐ
」
の早
春から晩
春にか けて
の
こととして
、
時期的な設定が
なさ
れてい
たと解
すべき
だ
ろう。
もっ
とも
、
「十
五ぐ
らゐの
時
代」
とあれば、
あえ
て年
齢を
限
定す
る必要は
なく、
十四でも
十六
歳でも
構わ
な
いの
だが、
これ
を前後
を含めた
こ・
三年
間のこと
としては
ならず、
ある
一年
の
春、
三、
四か月
間の
こととして理
解せねばならぬ
ことは、
作品
自体が
語っ
ている
ことだ。
何かし
らうご
めくよう
な少年
の内
部
におけ
る眼
覚め
とむず
嫁
さは、
早春
から晩
春
まで、
季節
の推
移、
美し
い自
然の営み
のなかで、
物憂
くも哀しくも描か
れて
いた
。
犀星
は後
年
『魚
眼洞発
句集』
（昭4
・4武
蔵野
書院刊
）「序」
にお
いて
、
十五歳の時に芭
蕉庵
に発句
の添
削を
し
てもら
ったと述べ
てい
るが
、
これは年
代も、
また
旧派宗
匠に学んだ
ことも
信じ
例え
ば新聞や雑
誌の
口絵
を美濃判
紙で写
し取る
こ
とを秘かな
快
楽と
して
いたこ
と、
酒井某と
いう
女形に
い
れあげて金を騎し
取
られた
こと（
こ
れは養
母の体
験をもと
にし
て書かれ
たもの
であ
ろうがて
ひき
とい
う
少女
（村
田艶
のこ
とだと思
われる
）と
の
交情
のこ
と
など、
これ
らを十七歳
のこ
ととし
て特定
する
ことは
一 （三） 一
でき
ない
の
である。
ある
い
は仲間たち
と煙草
をくゆら
して
いた
ことは、
むし
ろ犀星が高
等小学校在学中、
明治三
十三、
四年、
十二、
三歳の
ことか
もしれず、
だからこそ
おほ
めかした言
い方
、
I告
「十
五ぐ
らゐの
時
代」
と書かれ
てい
たと
推測され
るの
である。
犀星
は大
人
に伸び
上ろ
う
として、
なお幼
なさ
を残す未成熟な
この
時
期を描
くに際
し、
自らを
「中学
の
一年
生」
であ
ったと経
歴を詐
称
して
いる
。
高等小学校を
三年
次に
退学、
その
まま金沢
区裁判
所に一
履と
して
就職、
以降、
正規の学
歴を持たな
かった
彼
瓶
六つの （ 自 叙伝〉
は、
なかなか学
歴劣
等
感か
ら抜けら
れなか
った
。
それは
そうし
受け
入れられ
る言葉で
はな
かった
。
作者が
持情詩
な
るものを
書
きはじめ
た時
代
なのか
、
持情詩
的だ
と思われる
時代
なの
か、
ま
いず
れにしても
それ
自体が空廻りを
して
た感
情から発した作
為で
はあ
っただ
ろうが、
貧索
、な給
仕生
活を
写さず
に、
内面の疹
きの
みを描こうとする
ことは、
詩人
の虚
栄
であ
ったと同
時に、
作品
の方
法
・要請
でも
あ
った
と思われ、
そ
の意
味で決し
て要
らざ
る作
為であ
った
訳で
はなか
った
。
しかし
ながら少
年にと
って
の生活の半
分、
学校生
活を描けなか
った
こ
とは、
い
かに
もこ
の作
品を薄
手な
もの
にさせ、
そのためにか
え
って
雑
駁と
も言
、つ
べきさまざまな出
来事を
取り
入れなけ
ればな
らなか
った
こ
とも
事
実である。
るで不
明で
はあるが、
いるの
であ
る。
室生犀星
とこ
ろがこう
した命
名
は、
次の
引用を見れば違
った
形でよみ
がえ
っ
て来るはず
だ。
『持情小曲集』
「自序
」
に記した言
葉。
私は本
集に輯めた詩
を自分な
がら初
初し
い作
品である
こ
と、
少年
の日の
交
り気な
いあ
どけ
な
い真
心をも
って
書かれ
たこ
ととを
合せ
て、
い
くたび
か感心を
して
朗読
したりした。
ほんとに此
詩集にある小
品な詩
は、
恰も
『小
学読本
』
を朗
読す
るや
うに、
素直な心
で読み味
って
も
らへれ
ば、
たい
へ
ん心
うれ
しく感じ
る。
この
やうな幼な
い
「好情詩時代」
が
再び私に
やっ
て来るも
のでも
なく、
また、
それを再び求
め
一 （ 四） 一
十七
歳のこ
とを基
本に
して、
多少
関連的な
ことを
取り
まとめ、
それを
「十
五ぐ
らゐの
時
代」
の出
来事と
して描
いて
いたのが
、
この
『行情詩
時代』
とい
う
〈自
叙伝〉
であるが、
そこには
年齢
を偽造す
ると
いう
、
悪錬か
つ意図的な方
法はなか
った
とす
べき
であ
ろう。
第一
にそこ
に
述べら
れて
い
るこ
とは、
随分と事実
に
るこ
とも
出来
ない
ことを
知っ
てゐる
。
人間にはき
っと
此
「美し
い
行情詩」
を愛
する時
代が
ある
やうに、
だれ
しも通
る道である
やうに、
ほん
とにこれ
らの
詩を
あつめ
て置
きた
正直で
あり、
中学校
の
生徒であ
ったとする作
為も、
むしろ可
愛
気のあるものだ。
そし
て
「そ
の
ころ
」
を連発する
こと自
体、
事
実を素材と
して
未整理なま
まに
取り
入れ
ようとす
る姿
勢を
示す
もの
であ
り、
もしも
事実を
二年
早
める
と
いう意図が作者に
あっ
たとしても
、
そうした未
熟な並列的な方
法にあ
らわれる
よう
な
作為
なぞ、
論ずる
に
足りな
いもの
であるから
だ。
少年が
俳句
を愛し、
詩や文
章を書き
は
じめた
この
時
期を、
作
者は
「好情詩時
代」
と名
付け
て
いる
が、
こ
れは必
ずし
も素直
に
いと
思ったの
も、
みなこ
こ
にある
のだ。
同じ序文に
ヨ愛
の
詩集
』
ま
で歩ん
だ自分
を
知るに
はどう
し
ても此
の
「汗情詩時代」
の自
分をも知
って
ほし
くおも
ふ。
自分
にもなほ美し
い恋を
恋したり
、
甘美な女性的
なリ
ズ
ムを
愛した
りした時代
のあ
ったこ
とを物
語りた
いの
である」
と犀
星は
述べ
てい
るが、
「自序
」
を読む限
りでは
寸悩ま
し
い人
懐こ
い苛
苛し
百
" 
d今
L 
Auv
i 
' 
つみ
な
き悪事
ゃ、
限りな
い嘆賞や哀
憐やの諸
諸」
をも
った
「少年時代
」
こそ
が
「行情詩時代」
であ
り、
こ
の詩
集に収
められ 詩篇の
数々
は、
その
時代
に制作し、
その時
期の
感情
・思
いを
対象と
してう
た
いあ
げた
もの
だと、
理
解さ
れ
るの
である。
しかしながら、
詩集
の中
におさめられたも
読ん
で欲し
いとい
う
希望を述
べた
も
のだと解
すべ
きかもしれな
い情
念や、
美し
い希
望や
、
し 、。
のは
「『
持情小
曲集』
覚書」
（『 感情』
大7
・9
）
に従
えば、
「二
十歳
（私注、
明治
四
十一年
）
ころ
より二
十四歳
（私注、
大正
二
年）
位ま
での
作」
であり、
実際
は大正元
年
（二十四
歳）
から同
五年
（二十八
歳）
までにお
そらくは制
作、
そして発
表さ
れたも
ので
あっ
た。
ここに
言うと
ころ
と実
際の制
作
、発
表時期と
のズ
処女詩集た
る
『愛
の
詩集
』
以前に
「行情詩時代
」
があ
り、
『持情小曲集
』
がその時
期に作られたも
ので
あっ
たとする詩人
の企
ては、
そもそもが
『愛の
詩集
』
編纂
の
時期ま
で遡ると見
な
されぬ
ことも
ない。
その
「自序」
に彼は記
して
いる
。
「情操的
な多
感な汗
情
詩の全て
をこ
んどは此
集に収
めなか
った
。
おそ
ら
く相
次い
でそ
れら
の小
曲集
も出版し
て、
自分
の今
まで
来た道
に、
かなりな華やかな
色白
い少
年の
悩み
を物語り
たい
」
と。
詳
しい引
用は避けるが、
「『
愛の
詩集」
例一
一百」
によれ
ば、
集中
の作
品は大正
二年
以
降のも
のと述
べら
れていた
が、
実際は
大正
四年
から六
年
までの
作
品が収め
られ
てい
たので
ある。
『愛
の詩
集
』
における
こう
した作
為の
意図に
つい
ては
、更
に問
題を迂遠な道
に引
き
込む恐れが
ある
の
で今は
言うま
い
が、
犀星
の頭の中では
『好情小
曲集』
少年期
の制
作
・感
情を述
べ
たもの、
『愛
の
詩集』
青年期と
いう
ように、
既に第
一詩集編
纂の時
点で作
品の整
理・
成立時期
の偽造が企
てられた
とすべ
きかもしれな
い。
彼の言
葉
に従
えば、
明治四十
二年（二十
一歳
）
から大
正二年（
二十
五歳
）
位ま
で、
大正
二、
三年
（二
十五、
六歳
）
から
『愛
の詩
集
』
「自
序」
執筆時
の現
在、
大正
六年末
（二
十九歳
）
まで
と分
割された
自身
の歴
史は、
そ
のま
ま少年期、
青年期と
置き換
えられて
いた
。
もっ
とも、
年齢
を見れば
この
分
け方は
いか
にも不
都
合な
もの
レに
つい
て
は、
記憶違
い、
ある
い
は少しで
もそれを早
めた
いと
する虚
栄によ
る作
為
だと理解
される
にし
ても
、
「自序」
に言
、っ
少年時代、
その
感
情と
、
創作
された時
期、
思いとの
ズ
レは、
さ
てどう
理解す
べき
であろ
うか。
『持情小
曲集
』
にう
たわれた感
傷、
思いは
、
少年時代
のそ
れ
にも、
多少と
も通じな
いもの
もな
い
訳ではな
いが
、
矢張
り青年
明
期のそ
れによ
っ
て彩ら
れて
い
るものだ
。
そのことに
つい
ての
研
究成
果は、
既に確か
な形で入
手
して
いる
。
「自序
」
に言
う少年
期の感
情を、
今な
おそ
れを失わ
な
いでい
る青
年がうた
いあ
げた
とす
る解 釈は、
とて
も
成立し得
ない
ので
ある。
しかも先に
述べ
たように、
制作年代も青年
期であ
ったとすれば、
『持情小
曲集』
「自序」
に述
べ
る一
一
葉は、
詩人
の
意図的な扮
飾、
ある
い
はそ
う
浩瓶
－ （五） 一
六つ の 〈 自 叙伝〉
であ
り、
しか
も当座
で便
宜的
に吐かれた
もので
あっ
て
、
厳格に
これ
を考
える必
要はきらきらな
いが
、
こう
した意識
のあ
り方は
〈自叙伝〉
を書こう
とするときに、
すぐ
さま流用され
てい
たこ
とは疑
うべく
も
ない
こと
ではあ
った
。
そのと
きに
「持情詩
時
代」
H
「少年時代」
は、
多少と
も実
情に合
う
べく
配慮さ
れたとす
べき
であろ
う。
「少年時代
」
を取
り扱う
小説は、
その中
に二
つ
の詩
集、
とくに
『持情小
曲集』
「自序」
に述
べる
「持情詩時代」
を蔽め込む
べく
企画されたが、
しかしなが
ら二
つ
の時
代はう
ま
く接
合せず、
話離し、
言葉
・実体
とすべ
き
もの
が空廻り
して
い
るの
である。
一 （六） ー
室生犀星
その
「自序
」
に述
べる
「持情
詩時代」
を散
文で描こう
とすると
きに、
その具
体的な時期
の
設定、
少年時代を、
矢張りそ
れにふ
さわし
い年
齢に選
ばねばなら
ず、
そのこ
とが
作者
の
意図と
実際
の出
来映
えとを距て
てい
る原
因と
な
って
い
たことも
事実
であ
っ
た。
「持情詩」
と
「少年」
が議離
して
い
る。
彼が書
こう
とする
動機
、「
持情詩時代
」
を証明しよう
と
いう
企て
が、
か
えって
逆
に、
その不
在証明を得
ると
いう度
肉な仕
儀にな
って
いたので
あ
る。〈自叙伝
〉
と呼
ばれる
べ
き作
品が、
そ
の内部で
の時
期の設
定
と、
作者
の実
際の経
歴と
の聞
に、
奇妙な
食い違いを
見
せて
いる
のは、
それが小
説
・虚構である
からして当
然のことでは
あるが、
その
原因が
単に記
憶
違い
による
ものか
、
ある
い
は意図的な計
算
によるものかは、
そ
の作
品を理解
するう
えで極
め
て重
要な問題
であ
ろう。
『持情詩時代
』
に
おける時
期的な設
定自体
は、
それ
ほど作
者の実
際と異
なっ
て
いた
訳ではな
いが
、
それに
「持情詩
時代」
とい
う
内実を与え
よう
とする動
機
にお
いて
、
いさ
さか不
純な
ものが
あ
ったと言
えよう
か。
そもそも
が二
つ
の詩
集の
いか
にも長
い
「自序」
が物
語るも
の
は、
詩を詩人
の
生涯
と結
び
つけ
て理
解し
て欲し
い
とする願
望な
ので
あっ
た
。
そし
て詩人
の生
涯
をそこ
に読み込む
この
よ
うな行
為が、
いか
にも
「小説
」
的である
ことは言
うを倹た
な
いこ
とで
もあ
った
。こ
の時
点で既に詩
人の心
は、
詩を
「う
たう
」
こと
（自
立
させる
）
より
も、
それを生
み出す
べ
く苦悶する
自身を
「か
たる
」
方向
へと踏み出し
て
いたの
である。
〈自叙伝
〉
の試
みは、
二つ
の詩
集における
「自序
」
のす
ぐ隣
にあ
った
とす
べき
であろう
。
3 
それ
にしても
、
『持情小曲集
』
を「
持情詩
時代」
H少
年時代
の制作に関わ
るもの、
少年
の魂
を
扱っ
たとする
のは、
詩人
の美
しい嘘
とし
て素
直にだま
されても
良い
誘惑すら感じ
させるが、
『あ
る山の話
』
は、
『持情詩
時代』
に比
べ
れば事情は簡
単だ
。
『持情詩
時代』
のよ
うに
「そ
の
ころ
」
を連発し
て
時聞を並列さ
せ、
重層化さ
せ、
その
ことによ
っ
て豊
富な感情
・思
いを
抱いた
。
1’ 
f 
」
• 
' 
と作
為を施すよ
うな構成をと
ることな
く、
始めから
終わ
りに向
かう直線的な時間
の流れしかな
いか
らだ。
山登りと
いう
一つ
の
事実
のみ
が素直に
述べ
られて
いる
に
過ぎな
いか
らだ。
しかもそ
れは
「五
月十九
日」
とい
う日付をも
って
、
限定
的に語
られるか
うと
する。
このい
か
にも
意味ありげな
「五
月十九
日」
とい
う
日付が語る
ものは
、
それがお
そらくは事
実で
あり、
作者
にと
っ
ても
永く忘
れられ
ない
もので
あっ
ただ
ろうと
いう
ことだ。
とす
れば
、
それ
が明治三
十九年
（一
九O六）
、
犀星が十八歳
の
とき、
職場
の上
司・
川越風骨ら
十三名で、
医王山
へ
の登
山を行
なっ
た五月二十
日の
ことを
いう
に
違いは
ないだろ
う。
日付が
一日
ズレ
ているの
は単
なる記
憶違
いだ
ろう
と思
われ
るが、
作
者は多人数で実施し
たはずの
この
医
王山行を、
愛人と
二人
で行な
った
こととして、
虚構
を施し
て
いるので
ある。
しかもBと
いう
頭
文字
を明ら
かに
した彼
と。
後に触れる
『一
冊の
バイ
ブル
』
にも
、
また
『或
る少
女の死
まで
』
にお
い
ても、
英字
で記
され
る友人
の名
が
、正
直に
モデ
ルとされ
る人
物の名
を
語っ
ている
ように、
このB
も誰かを
特定
して
いるこ
とは
疑いないが
、
そうで
なければ
符
号をも
って
語らせ
る意味
はな
い
はず
なの
だ。
医王山行
をともにした
一行
の
なかで、
墨様
をBとし
て推測した
いと
思
う。
もっ
とも
彼
につ
い
てはま
ったく
知ると
こ
ろがな
く、
犀星
の若
年時
の
知人中に
Bな
らだ。
「私」
は少
年時代
から
い
つも
眺め暮らし、
その山
につ
いて
幾
つもの
美し
い
口碑や伝
説を優し
い姉
から聞い
た医王山
に、
同性
愛の美
少年
・Bとともに
登ろ
うと
する
ので
あった
。
「私
」
にと
って
特
別な山を、
特別な相手
とともに登る
ことは、
「二人の仲
にも
っとし
っ
かりし
た愛
情を築きた
いた
め」
であ
り、
特別な出
来事な
ので
あった
。
山の
清浄
さ、
美しさ
に触れ、
感嘆
し、
また
山中
の大
池
に深い
神秘を感
ずる。
危険な谷を
のほり
、
山頂
では
社大な眺望を得
て自
由広聞き
を思
い、
くたくた
に疲れ
て日の
暮
れかか
った山道
をおり 来
るので
あっ
た。
明
少年
たちの
冒険と
美し
い愛のあ
り方
は、
確か
に彼
らを
一回
り
そニAメ
ンタル
大きく
する成長
の
糧と
なり
、
忘るまじ
き
記念碑
的な行
為と
し
て永
く記憶させ
るべき
もので
あ
った
に違
いない
。
「五
月十九
日
であ
った
」
と唐
突に述
べる
日にち
の設
定も、
清爽
な気配が感じ
られる季
節、
少年
たちの純
情さをも語
りかけて
いる
ようだ。
初
夏の新
緑深
い美
しい
自
然のな
か、
彼ら
は山
中の遅い
春に
出会う
ことによ
り、
幼な
い美
しい感
情を祝福さ
れ、
こ
の通
過儀
礼によ
一歩
先、
生の
燃え盛
るよう
な
暑い夏
へと
踏み込
んで
いこ
る人
物を他
に求めら
れず、
しか
も山
登りを
ともに
したと
いうこ
とのま
ったくの虚
事と
も思われず、
同行
にそ
れを探
った
とい
う
苦慮
の
推定な
のだが、
実はどうで
も
良い
ことだ。
犀星
の美
少年
趣味、
と
いう
より
も当時
の
一般
的な性
向に
つい
て
は、
『弄 獅子』
（昭日
・6有
光堂刊
）
等にも
述べ
ると
ころ
では
あった
が、
『性に
浩紙
って
、
一 （七） 一
六つ の 〈 自 叙伝〉
眼覚め
る頃
』
の表
棒影
に対する
「私」
の感
情にも、
それは多
少
とも
見受け
られるもの
であ
った
。
十八歳、
明治三
十九年五月十九
日
（二十日
）
のこ
とに
つい
て
、
この
作品
『あ
る山の話
』
は記
して
いた
が、
犀星が
〈自叙伝〉
に
記す
日付は
、
その限
りではかな
り事
実に正
直だと
判断し
て良さ
そう
である。
『持情詩時代
』
が
『持情小曲集
』
から逆に読み込
めば、
かな
り
手の込ん
だ行
為を施
して
いた
としても
（だ
がこれ
は、
詩集
の虚
構であ
って
、
小説自体
の時
期設定は
か
なり
単純な
ものだ
。）
「十
五ぐ
ら
いの
時
代」
十七歳と
いう
時期と
作
品に述
べ
ると
ころ
は合致し、
犀星
は思い
の外
、
時期
をさほど査め
ては
い
ない
ので
あっ
た
。
こ
のこ
とは
次に述
べる
『一
冊のバイ
ブル
』
に
つい
ても
事情は
同じ
い
と考
えられる。
『一
冊のバ
イブ
ル』
は、
作中に
「大正
六年
（私注、
一九一七
）
九月二十日
」
とい
う
年月
日の記
載を有
して
いた
。
それは東
京郊
外、
田端
の百
姓家
の離
れに
住
んでいた
「私
」
に、
父の危
篤を知
らせ
る電
報
（作
中には死
亡の
通
知と
あるが、
帰郷した
「私」
が
－ （入） 一
かう途中
の汽 車の中で知
り合
った
女性から来た
もので、
丁寧に
返信
をしたためた
ものの、
その
うちに彼
女から
もう
一通の手
紙
室生犀星
が届
いたの
である。
発信地
を見
るとど やら
吉
原である
らし
い。
寸こんど恥
かし
なが
ら勤めをする
ことにな
りました」
と述
べる
彼女
は、
いま
「こ
の都
会の深い泥
棒の底
へ堕
ちて行
」
って
い
る。
その
運命を
呪うに
つけ
、
「私
」
はそれによ
って
慰
められ
、
救わ
れた、
七年
前にとある下宿の押
入の隅に見い
出し、
それ
以来手
元から離すこ
との
なか
った
一冊の
バイ
ブ
ルを、
彼女
に送
って
や
ろうと決心する
ので
あっ
た。
この
作品
は七
年
前の
ことと、
現在と
を一
つの
串、
一冊
のバイ
ブル
で刺し貫
くと
いう
構成
を取
って
いた
が、
そこ
に描かれた七
年前
のこ
ととは、
確か
に明
治四十三年
（一九一O
）の
ことで
あ
った
。
青雲
の志
を抱
い
て上
京した犀
星は、
生活
費を得
るために
東京地方
裁判
所で筆
耕の仕
事
をしたり
（こ
れは
作中
に記
すよう
に、
Fに
すすめ
られた
ので
はないて
詩や俳
句の代
作を
したり
して、
名をあげる
こと
の叶
わぬ惨
めきのう
ちに、
下宿を転
と々
して
いた
が、
そん
な頃に知
り
合った
の
が同
郷の
文学志望者
・藤
沢清造
で
あった
。
この
Fと
記され
る親切な
友の
ことや
、
一と
夏、
松虫を飼
って
は心慰め、
餌を
やる
金
銭の余
裕もなく、
むざむざ
と死
なし
てしま
った悲しさな
ぞも、
決して忘
れること
の
でき
な
父の
死を見と
った
こと
を記し
て
いる
ので
、
これ
は明らかな
錯誤
と言
うべ
きであ
ろう
）
が届
いた日
で、
すぐさま金沢
へ向
かった
「私」
は、
その三日
後に父
の死
を迎え
たので
あっ
た
。
こうした
ことはま
ったく
事実に
一致
して
いる
。
父の遺
産を
手にした
「私
」
は、
処女詩集
の
出版準
備に余
念が
ないが
、
そうした
「私」
のも
とに
一通の手
紙が届く。
故郷
へ向
いこ
とな
ので
あった
。
犀星
は
これら
数年
を聞に
はさん
だ二
つ
の時
期
につい
て
、
かな
0 
f 
、
., 
が
りの程
度事実
に近く
描い
てい
るよ
うだ。
しか
し大
きく実際と
違
うのは、
明治
四十三年
以来、
彼が聖書か
ら離
れることが
なか
っ
たと
いう
こと
だ。
彼は、
それを下
宿
の
一室に見
い
出したときに
年齢
によ
って
刻
印された時
代を
描くた
めにこそ
、
虚構は
要請さ
れた
ので
あっ
て
、
虚構
は事実に奉
仕する召
使
いと
一言うべ
きであ
った
ので
ある。
事実
は動
かせな
い
と彼は考
えた
の
である。
日付
は事
実と
虚構と
のとり
あえず
の接
点であ
り、
何よりも
能弁に
「不
意のものを
贈られた
やう
な」
嬉しさと、
「同時に
運命を指
摘された
やうな
不安と
、
ある微かな恐
怖」
を感じ
て、
「何か知
らあるも
のに
予
言される
やうな、
心を
つき刺すも
の」
があ
って
、
手離
すこと
が出
来なか
った
と記
して
い
るが、
こう
した劇
的なパ
「私」
の人
生を語る
指標
であ
った
。
ところ
が、
以下に述
べ
よう
とする
三作、
『幼年時代
』
『性
に眼
覚め
る頃
』
『或
る少
女の死
まで
』に
おける
時期設定、
年齢、
日
付は
、
今ま
で述べ
て来た
三作
とは
逆に、
作者
によ
っ
て再
構成さ
れ、
虚構を
用
いる
ことによ
っ
て描かれた彼の
人生が、
嘘・偽
り
ない
事
実である
こ
とを証
明
するため
にこそ
据えら
れて
いる
とい
った
具合
いなの
だ。
悪く言
えば、
でっ
ちあげ握
造した人
生を、
事実
めかすた
めにそ
れは用
いら
れて
いる
。
多少言葉
を
柔らげる
ならば、
年齢
や日
付は
、
作者
のそ
の当
時の、
人生
の真
実を描く
ため
に必要
なので
あっ
て、
作品
の背
景
とし
て実
人生
のなかから
イブ
ルと
の出
会い
こそ
が、
そもそも
の虚構であ
った
ので
ある。
更に言
えば、
『愛
の
詩集
』
を出版す
べく
、
いま
神の
祝福
を受け
ている
「愛」
の詩
人と、
一方で論
落の淵
へと滑
り
込ん
で行く可
哀想な女と
の対
比も、
まる
っきり
の創
作だ
った
かも
しれな
い
。
犀星が
聖書
を手に
入れた
の
は明
治四十五年
（一九二一
）
のこ
と
で、
本郷
の縁日で
五銭で買
い求
め、
他に読
む
べき
ものと
でな
く、
明け暮れ
これ
を読み
耽っ
て
いた
らし
い
のだが、
不遇
時代
の
一筋
の光
明
をそこ
に求め、
今日
の詩
人
として
の成
功を神
からの賜
と
する作
者の演
出が、
かかる作
為を呼ん
でいた
ことは言
うま
でも
都合良く拾わ
れたもの
に過
ぎな
いの
で
ある。
つま
りは、
事実な
ぞ、
主人
・作品と
いう
虚
構のてさ
き以上
のものでは
ないと
いう
ない
ことだ。
しかも
そのことに
よっ
て
「愛」
の詩
人・室
生犀星
のう
た
いあげる
詩は、
さらに光
り輝くと
いっ
た具
合いなの
だ。
こと
だ。
自ら
の
人生を描
くべき
〈自
叙伝〉
と
いう
もの
の考
え方
が、
素材
にもたれ
かかることな
く、
ここで
大
きく変
質し、
逆転
明
こう
した虚
構に
もかかわ
らず、
二つの
時期
の事
実、
作者
の生
活や
心情
の
あり
方は
比較的忠実
に描
かれており
、
「大
正六
年九
月二十日
」
と
いう
日付は、
〈自叙伝
〉
の信
湿性を裏付
ける
べく
据え
ら
れていたので
ある。
否、
むしろ、
こう
した実
際の
日付や
して
い
ること
を見る
ことがで
きる。
i告
次節に
移る前に少
し付
言しておき
たい
。
『一
冊のバイ
ブ
ル』
は『
幼年時代』
の次に執
筆
・発
表された
の
であ
り、
確かに前二
作、
『行
情詩時代
』
や『
ある山
の話
』
に比
べ
て、
その創
作方法
瓶
一 （九） 一
六つの 〈 自 叙伝〉
が飛
躍的
に進歩
して
い
るが、
そ
の事
実と虚構と
に
対する考
え方
にお
いて
、
『幼年
時代
』
以下
とは同
列に論
じられな
いと
いうこ
とだ。
しかも
作品聞
に、
ある連
絡をも
って
人
生を
再構成
・虚
構
化し、
長編的な
〈自
叙伝〉
を作
って
い
こう
とする
意志的な姿
勢
に乏
しい
ので
あっ
た。
よっ
てこれ
を、
大正八年
前期
の
作品系列
北陸で
はや
はり
冬であ
ろう
）
「明治三
十三年の夏
、
私は
十一歳
にな
ってゐ
た」
（事実
に符
合。
犀星
は八月
生まれ
であるから、
この
年の夏
、
数え
で十
二歳、
満で
丁度十
一歳を迎えた
ことにな
る）
等、
また
「十三
の糸
口
とい
った記述が見られ
ること
から、
この
作品
の時
間的な設
定は
、
七歳位か
ら十三歳
の冬
まで
と判
断
されるが、
その上限の設
定は七歳時に尋
常小学
校に
入学したと
いう
事実、
それ
が実人生
における
一つ
の節
目である
こと、
また、
作中
に学
友たちと
の交
遊が描かれ、
どうやらそれは
一時
期のも
一 （o） 一
作中
には
「ち
ゃう
ど七
つ位
ゐ
の子
供であ
っ
た私
ども
」
「九歳
の冬
、
父が死んだ」
（これは三
月の
ことで
、
早春
とす
べき
だが、
室生犀星
に入れた
ので
ある。4 
「私
の十
三
の冬はも
う暮
れかか
って
ゐた
」
という
一文に終
わ
る『
幼年時代
』
は、
美し
い小
説だ
。生
母を
失い、
姉を
失っ
て孤
然と
して
たたず
む
「私」
の子
供
らし
い時
期、
ー幼年時代
」
が終
った
のは十
三歳
（満年
齢では明
治三十
五年
・
一九
O二）
の冬の
ことであ
った
、
と作
者は記
して
いる
。
明治三
十五年五
月に、
犀星は
長町高等小学校を
三年
次で
退学、
以降は大人
たちの
聞に
立ち混
って
働かなければ
ならなか
った
の
で、
この
時、
満で十三
歳が、
幼年時代
の終
わりで
あっ
たとする
作品設
定は、
作者
の実
感に深
く根ざす
ところで
あった
ろ
う。
そ
の寒
風の吹
き抜
けて
い
くよ
うなうそ寒
い淋
しくも悲し
い心情を
、
犀星
は冬
と
いう
季節に仮
託して述
べて
いる
。
しか
し明治三
十五
年、
数え
で十四
歳
の春に運 命の
激変を
迎える彼
が、
その
前年、
のとする
よりも、
小学
時代を
通じ
たものとして
描か
れて
いる
ら
しい
こと、
から判
断し
たもの
である。
犀星は
「自
叙伝奥
書ーー
その
連
絡と梗概に
つい
て
｜｜」
（『
中央公論』
大8
・U
）
とい
う
随筆で、
「六歳
のとき
よその
家
へや
られ、
十三
歳でそこ
の家か
ら、
ある寺に養
子に出された。
そして私
の処
女作小説
『幼年時
代』
（本
誌八
月号
参照）
が生まれた
」
と書い
てい
るが、
と同
時
に「
六歳ま
で」
の章
題も付さ
れ、
それまでと、
それ以降
を区別
して
いる
ことか
らも、
（六歳からと
い、
2
言い方
はさ
れて
い
ない）
むし
ろ七歳から十三歳
までと
いう
考え方
は認めら
れる
もので
あ
ろう。
作品
に描
かれる実
家
への
訪問も、
養子
に出さ
れて
から
少
し後
のこと
とい
った感がある。
十三歳
の冬の
寒さを予
感的に感じ取
って
いた
とする方が、
ある
いは
適切
かもしれな
い。
もっ
とも、
先の随
筆に述
べた
ことは、
まる
で事
実に反
して
い
.) 
司曹
l 
るこ
とも
言わ
ねばならな
い。
小畠弥左衛門吉種と
、
そこ
に住み
込ん
で主人
の身の回
りの世
話を
して
いた
女性
・はる
と
の聞
に生
残虐非
道な
仕打ちも
描かれ
ては
いない。
『幼
年時代
』
が描く
の
は、
優しい
母を失くし、
そして血は
つな
がらな
いが
優
しい姉
まれた子
・犀星
が、
養母
・赤
井ハ
ツの
もと
に引
き取
られた
のは
生後
一週間ほど
のこ
とで
、
隣家
の優
し
い和
尚さ
んとし
て描かれ
た雨
宝院
の住
職
・室生
真
乗の養
嗣子
にな
った
のは、
彼が
八歳の
とき、
明治
二十
九年
（一
八九六
）
のこ
とで
あった
。
作中に
は
「私」
が寺の養子にな
った
のが
い
つの
ことかは明
示され
てい
な
いが
、
前後
の文
脈から推
測すれ
ば、
十二、
三歳の初
夏であ
った
と思われ
、
もとよ
り特定す
ることはで
きな
い
のだが
、
「自叙伝
奥書」
に述べ
る十三歳
と考
えられ
なくもな
い。
そして
そもそも
「私」
が養
家に出された
のがい
つかと言
えば、
作中
に記される
生父
・母
への
馴
れ親し
みから
逆に
推測
すると、
なるほど、
その
言葉通り、
六歳
のと
き他
家に出され
たとする
ことは
うなづ
けぬ
に去られ、
孤独にう
ち震え、
傷つ
いてい
る少
年の
純潔な魂
の内
部風景だ
。
遠く
あの日
の悲しみを、
そっと
手の
ひら
に乗せ
、取
り返
しの
つか
ぬ幼
な心をうる
んだ眼で見
つめてい
る犀星
のまな
ざしが、
こ
の作
品を詩的
な形に結
晶させ
てい
たで
ある。
そして
それは、
さまざま
な虚構を施
すことによ
って
はじめて、
か細
い
網の目に掬い
取ら
れる
ような
もので
あっ
たこと
は間
違いが
ない。
とは
いえ
、
一か
ら十ま
で虚構で
あるはず
もなく、
学校
生活の
いた
たまれぬ
思い
や、
淡い
恋情、
悪戯や教
師へ
の反
抗は、
確か
にこの
時
代に
体験
した事
実
に裏
打
ちされ
ている
ので
あり、
それ
らを作者は
巧み
に虚
構のう
ちに取
り込め
てい
たので
ある。
だが、
虚実な
い
まぜと
は余りに
も当り
前の
ことなの
であ
り、
一 （二） 一
ことでは
ない
の
である。
『幼年時代
』
以下の
三連
作の、
補足的
なも
のとし
て書か
れた
「自
叙伝奥書」
は、
年代設定
にお
いて
は
例えば
『汗情詩
時代』
にお
い
て養母
の姿
を描かなか
った
こと
と、
『幼
年時代
』
のそ
れとが
いかに
違う
のか
は、
書く必要が
なか
っ
たこと
と、
あえ
て書
くま
いと
する
こと
と
の違
い
だと言
え
ば良い
だろ
うか。 幼年の傷
つき
ゃす
い薄い度
膜で覆
われたよ
うな
ナ
明
良き注釈
書た
り
得て
いる
。
しかしながら
『幼年時代
』
を、
作者
の年
譜と比較し
ながら読
めば解るように、
そこ
に描か
れてい
たことは
い
かにも
事実
らし
いが
、
実は
まるで出
鱈目
なので
あっ
た。
実際は
生家と
は殆んど
没交
渉で、
母の顔
すら覚
えて
いないという
犀星
の描
く心温ま
る
母と
の交
情は
、
切な
い夢
想の所
産
とい
うべき
で
あった
。
また、
そこ
には馬
方ハ
ツと
いう
異名を持
つ養
母が加
え
た、
彼に対
する
イlブ
な
心情を描くた
め
に、
彼は真
っ先に養母にま
つわ
る忌々
しくも
暗い
記憶を排
除せねばならなか
った
。
犀星
にと
っ
て幼
年
時代を描
くことは、
詩人
の魂がど
こ
に由来
する
かを探る
ことで
あり、
酒好
きで野
蛮な無
教養な女
が振るう日常
茶飯的
な暴力に
向か
って
、
絶えず反抗
し、
その気
嫌を
すばやく
盗み読
む
ような、
i告瓶
六つ の 〈 自 叙伝〉
いじ
け
た心
情を正確
に写
し取る
ことで
はなか
った
。
生母、
そし
て彼
女に代
わる姉の不
在
に、
「私」
のは
じめが
あった
。
養父は
それを静
かに
見つめ
てく
れた
の
である。
待っ
てゐた
。
「私が
成人した後に
私が受けた
よ
りも数倍な大き
い苦
しみを
はこの日
のこと
を母にも
姉にも言はなか
った
。
唯心
の底
深
く私が
正し
いか
正し
くな
いか
といふこ
とを
決定す
る
時期を
「私」
はよ
く喧嘩を
した。
「私はど
ういふ時
にも曽
っ
て泣かな
室生犀星
かった
ために、
仲間
から勇
敢なも
ののや
うに思は
れてゐた
が、
心で
はい
つも
泣い
てゐた
のだ
」。
教師
に憎まれ、
いつ
も
居残り
を命
じられる
寸私」
は、
彼に横
顔を撲られ、
「こ
の全世界のう
彼ら
に与
えて
やらう
。
かれら
の現
在
とはも
っと
上に
位した総て
の点
に優越した勝
利者
にな
って
見
かへし
てや
らうと考
えてゐ
た。」
とい
う
文章
もある。
憎み、
かつ
愛
すと
いう対立
的な感情
が、
事実
をその
まま
書くと
いうこ
とを彼に許さな
い。
〈自叙伝〉
『幼年時代
』
は、
自ら
のこれ
まで
を語る
いう
点にお
いて
、き
ちで
一番不
幸
者で、
一番
ひど
い苦
しみを
負っ
てゐる
もののや
う
に」
感じら
れて
いる
。
こうした被
害者意
識、
少年
の受
動的なあ
り方
は、
まるで
幼心
の美しさ
の証
明であ
るか
の
ように語
られて
いる
。
無知蒙昧な莫連女
や世間に絶
え
ずいた
ぶら
れ、
所詮
は台
所を這
いず
り回
って
は苦
悶する
虫の
ような、
惨めな生
を描く
の
が目的で
はなか
った
。
犀星
は実
人生
における都
合の良い
素材、
ば
せめては
かく
あり
たか
った
わめて
意図的な創作
方法を
有し
ていたので
ある。
「私
の十三
の冬はも
う暮れ
かか
って
ゐ
た」
とい
う、
作品末尾
カレ
ンダー
に記された
一行
は、
既に虚
構の年
代暦が自律
的
に刻
まれて
いた
ことを
告げて
いたの
である。
かり
を
選んで、
否、
それど
ころ
か、
次作
『性
に眼
覚め
る頃
』
について
は、
多少
述べた
ことが
ある
（花2）ので
簡
単に
語りた
い。
人生と実人生
の履
歴と
の折
り合
い
を付ける
べく
、
時代
をまる
ご
と偽
造しよう
として
いるので
ある。
この
作
品は夫
折し
た友
人
・表梓影と
の交
遊のう
ちに、
「私」
が「
文学」
に眼
覚め、
「性
L
に眼
覚め
て
ゆく
過程を描
いた
もの
であるが、
作中に
日付が記され
て
いるのは
ただ
一か所、
「私」
悲しくも懐し
い幼
年時
代は、
同時
に、
「私
L
がその
ような運
命を
持た
なければ
ならなか
った
憎む
べ
き時代
でも
あり、
復讐す
べき
対象
でも
あ
った
。
が東京
の雑
誌
『新声』
に投稿し
て初め
て採られ
たと
いう
詩を記
私は
「大きくな
った
ら：：：
」
と深
い決
心をし
てゐ
た。「
もっ
と大きくな
った
ら：：：
」
と地べ
たを
踏んだ。
私
の心はまる
でぎ
ちぎち
な石こ
ろが
一杯
つまっ
てゐたゃ
うであ
った
。
私
して、
それを
「（
明治三十
七年七
月処
女作
）」
と明
示し
た個所で
ある。
だが、
そこ
に詩が載る
ことは
「実力以
外で
は殆んど不
可
能な
ことで
あ
った
」
と記
す雑誌
『新声』
に、
犀星
の詩
が初め
て
下旬
－ （三） 一
の詩は、
作中に置か
れた
「い
ろ青
き魚
」
のそ
れではな
く、
「さ
の主人公に
「私」
の、
多感
で繊細
な心
情を
映し出す。
とこ
ろが、
十七歳
と
いう設定自体も、
これ
また容
易に
は信
じ
掲載
された
のは明
治四十
年
（一
九O七）
七月のこと
、し
かもそ
くら石斑
魚に添
え
て」
とい
うも
ので
あ
った
。
犀星は事
実
を一一
年
も早
めて
いるので
ある。
難いものなの
だ。
明治
三十七年は犀
星十六歳
（数え）
、岡
田十年
が十九歳だ
から、
どちらに合
わせても
実年齢
は作中
のそ
れと
一
致す
ることはな
い。
『性
に眼
覚め
る頃
』
は、
春から
冬
へと
時間
この
ことは詩
へ
の眼
覚め
が
随分と
早か
った
こ
とを示
す虚栄心
に発
して
い
ると判
断
されるが、
それだ
けで
はな
い。
詩を書く以
前、
彼は職
場で、
ある
いは
結社
に入
っ
て俳
句を作
って
いた
が、
それ
が広く公
けに発
表さ
れた
のが、
現在確認
されて
い
る限りで
は明
治三
十七年
（一
九O四）
十月八
日
『北
国新聞
』
にお
いて
の
こと
であれば
、
俳句
・詩を含め
て文
学に眼
覚
め、
文学者と
して
立った
（と楽天的に
も信じた）
年次、
明治
三十
七年
を踏まえ、
は推移し、
これ
は
一年以
内のこと
であ
ろうから、
明治三十七年、
晩春
から冬
までの
ことを
描い
てい
るとすれば、
先に述
べた
三年
のズ
レは、
ここに
動かし難
い新
たな別
のズ
レを
生じさ
せていた
と言
うべき
なので
あっ
た。
しか
も実際は
二歳
年下の表
梓影が
や
はり
同年
齢の
十七歳と設
定され、
その
恋人
・お玉も
そう
であ
っ
たとすると、
一 （三）
めかした
日付を記し
て。
しか
も実力があり、
処女詩が
そのま
ま中
央の雑
誌に掲
載され
る豊かな
天分を
持っ
ている
「私」
であ
れば
、
その
詩は秀れた出
来映
えを示
す
べき
なの
であ
り、
「さくら
石斑魚に添
え
て」
の詩
一一層
事情
はこみ
入っ
て来る。
何
も事
実に囚
われ
ず
に、
作者
の
錯誤、
無造作
と扱
えば良さそ
うであるが、
実は案
外
犀星
は細か
い
配慮を
し
てい
るので
ある。
室生犀星と
表棒影と
の交
遊
がい
つ頃
から
始ま
ったか
は詳らか
にし
得な
いが
、
作中に
記す
ような明
治四
十年
の
『新声』
の詩
が
詩人
として
の出
発を
そこ
に求めた行
為だ
った
ので
ある。
七月
と
いう
月
までを
い
じくる必要はな
いが
、
犀星
は
二つ
の事
実
をも
っ
て、
まるで別の
出来事を扮飾
・創
作し
て
いた
。
こと
さら
に本
当
きっ
かけで
はな
く、
少なくと
も三
十九年
中には知
り合
って
いた
と推測さ
れる
。
その彼
・表梓
影と、
尾山
篤二郎
らとは
かつて
「北辰
詩社」
を結
成した
のが
、
明治
四十年七月頃らし
いこ
と、
明
は、
そこ
に
流用し
ては
なら
ず、
『性
に眼
覚め
る頃
』
創作
の時
点、
大正
八年に、
作品が語りか
けるも
のにふさ
わし
い詩
として、
あ
らた
に創作さ
れた
ので
あ
った
。
「い
ろ
青き魚」
の詩は、
孤独
の
悲し
み、
遥かな
もの
へ
の憧れ、
そし
て諦めをう
たって
、
十七歳
とすれば
それは先に述
べた
「さくら石斑魚に添
えて
」
の詩が
『新声』
に発
表さ
れた時
期と
ほぼ
一致
し、
この
とき、
犀星が十
九歳、
表が
「十七歳
」
であ
ったことは
見過す
べき
ことでは
ある
r告瓶
まい。
北辰詩杜
の結
社
によ
っ
て親
交は深
まり、
まさに盟
友と
も
六つ の 〈 自 叙伝〉
言う
べき結合を彼
らが生
み出した
ことは容
易に想
像
される
ので
詩集
『邪宗門
』
を持
参
するなど、
不審な個所が
生じてし
まっ
て
いるので
ある。
しか
しながら性に眼
覚め
て行
く青
年の心
の揺ら
ぎを描くた
めに、
自然的な時間と歩調を合わ
せて
作品を構
想す
る犀星
の方
法が、
秀れた効
果を発揮
して、
さほど
の不
自然さを
ある。
満足な学歴を持た
な
い一
介の植
字工
であ
った表
棒
影に、
犀星が他
の知
友よ
りも特別な親
しみを
感じ
たこ
とは言
うま
でも
なく、
とくに若
くし
て死
んでい
った永
遠の未
成者に
つい
て
、
そ
室生犀星
感じさ
せな
い。
巧みな
手腕
であ
った
。
かくし
て見れば、
『性
に
眼覚め
る頃
』
とい
う
作品が、
贋金造
りの要
領で
いか
にも
周到
に配
慮され
つつ
、
成さ
れてい
たこ
とを
の才
能を
惜し
み、
一時代をと
もにし
た友
情を
記し
たい
と
する心
情が、
あの頃
、
表が十七歳
であ
った
こと
に敏
感に反
応
して
いる
ので
ある。
しか
も異性
へ
の手
ほどきをし、
ともに熱
っ
ぽく
詩を
語り合う友人
が、
「私」
より
も年下
であ
って
はな
らな
い
とすれ
ば、
彼の恋
人
・お玉をも
含め
て同
年齢、
十七歳と
いう設定を
企
てた
のは、
い
かに
も賢明な発明
であ
った
。
かくて幼
なさ
を残す
愛と
苦悩と
に揺れ動
く
「私」
の性
と文
学と
の眼
覚めを語る
この
〈自
叙伝〉
は、
一二
者に共
通し、
どの
時代
にお
いて
も
そう
である
ような、
青年男女
の
寸成長
」
を典型的
に示し
得た
ので
あっ
た。
だが、
まだ問題は残
されて
いる
。
こ
の作
品内
の
時間が、
「私」
が十七歳
のと
き、
明治三
十七年
晩春
から冬
までのこ
とで
あった
とは先に述
べた
ことでは
あるが、
表
梓影と
の交
渉を
一年
以内
の
こととし
て語る
やり方が、
随分と事実
を歪め
ている
と
いう
点で
ある。
明治三
十
九年にはじま
った
らし
い
「私」
と表
との
交遊
は、
同四十二年四月
、
彼の死
をも
っ
て終
わり
を告
げた。
この
足かけ
そし
て作
者の
そう
したや
り口
・方法が突
出す
る点
とし
て日
付
があ
った訳である。
い
かにも
事実め
かした
日付、
年齢をあえ
て
書くと
ころ
が曲者な
のだ
。
その破
れ目
から
、
作品
の動
機
・主
題・
方法を
探り
ゆくことが
可能
にな
るの
である。
知る
の
である。
何と
いう
手の込んだ仕
業であ
ろうか。
だがそれ
は遂
一事実と
作品と
を照
合
するからそ
う思
えるだけの話
であ
り、
作品を
作り出す方法、 内部
論理に従
って
見れ
ば、 むしろ煩
演な
手続きを
踏んだも
ので
は毛頭
なく
て、
いか
にも理に
叶っ
た自然
なや
り方
である
こと
に気が
つくの
である。
〈自叙伝
〉
を書く
こ
とに
おいて
、
犀星は
最早か
つて
の
ように事
実に囚
われることは
一 （函） 一
なく
なっ
ている
。
彼は偽せ
の歴
史
をこし
ら
えて
いるの
であ
り、
逆に言
えば、
虚構
のう ちに
自身
の
歴史 再
構成し
ている
。
つま
り、
作品に
歴史
を一
致させ
ようと
し
てい
たので
ある。
書か
れた
こと
が真実な
のだ。
四年ほど
の付
き
合いを
一年間、
しかも
およそ五月
から十
一月
ま
でとしたために、
例えば
その親
密さが異
様に見
え、
また
病床に
伏した
友人を見
舞
うの
に、
北原白秋
の明
治四十二年
三
月刊
行の
5 
とも第
一回目
の東
京で
の挫
折、
離京が明
治四十
四年十月三
日の
こと
だと認
めることに
、
いさ
さか
のためら
いも
覚え
るもの
では
『或
る少
女の死
まで
』
について
も、
その作
品の方
法に
つい
て
｛控4）
論じた別
稿を用意し
てある
ので、
簡単に
語らざるを得な
い。
この
作品は
その
末尾
に、
表題
に述
べ
る一人
の
少女
の
死を悼ん
だ詩
一篇を載せ
ていた
が、
その少
女
・山元ふ
ぢ子、
ボンタン
と
愛称を
与
えられた彼
女と別れ
て、
つい
に
その
ままにな
って
しま
ない
ので
ある。
しかしそれが
少女と
の別
れの日
であ
ったとする
のは、
まっ
たくの虚
構な
ので
あ
つるた。
こう
lvた
以
下に述べ
るよ
うな偽
装工作
からして、
さら
にこの
日付ま
で変
える
理由は、
お
そらく
はどこ
にも
ないだろ
う。
山元ふ
ぢ子、
ボンタン
につい
て
は、
既に二
つ
の随
筆
「小さき
った
のは、
「明
治四十四
年
（私注、
一九一
一）
十
月三
日」
「第
一
回の都
落ち」
のときであ
った
、
と作
者は
記し
て
いる
。
とこ
ろが、
矢張
りこ
れも担
造された
日付であ
った
ので
ある。
一体
に売れな
い詩
人・
室生犀
星が、
東京
に上
つて
はそこ
で食
い詰
め、
故郷
にも
どると
いう
ことが
何回か繰
り
返された
らし
い
が、
その上
京、
帰郷
の年
次は明
らかな
らざ
るとこ
ろがある。
初
めての
上
京が明
治四十三年
（一
九一O
）
五月
である
こ
とは、
「泥雀
の歌
」
（『 新女苑
』
昭防
・5
｜｜η
・2
）
等に記され
てい
ると
こ
ろだが、
「自
叙伝奥書
」
には明
治四十三年
十月五
日とあ
り、
別に自ら違
った
日
付をも
用い
てい
るか
ら始
末に困る。
第一
回目
の帰
郷のこと
も、
この
調
子でよく
解らな
いの
だが、
断定的
メモ
リアル
で記
念
的な書 き方か
らして、
案外
こ
の日
付は信
じて
良いか
も
もの
の霊魂に
」
（『
地上
巡礼
』
大4
・1
）
「ザボ
ン
の実る木のも
とに
」
（『
詩歌』
大5
・5
）
が発表
されて
おり、
それらによれば、
彼女
の交
渉は
大正三年
（一九一
四
）
一月
頃から
二月
まで
の聞
のこ
とで
あっ
た
。
その離
別は
二月
十四日、
前橋
に友
人
・萩
原朔
太郎を訪
ねた
こと
より生じたも
ので
、
と
ても
明治四十
四年十月
どころ
の話ではなか
った
ので
ある。
一 （玉） 一
浩
しれな
いと
思わせ
るの
である。
よし
ゃ誤りであ
った
とし
ても、
しかもボ
ンタン
と
知り合うき
っか
け、
作中
にある暴
力事件
の
ことが
記され、
そのこ
とが晴
れや
らぬ嫌
悪惑を
「私」
に与え、
逃げ出す
ように
して
下宿を変
え
、
そこ
で清
純な魂を持
つ少
女に
出会
っ
たとするが
、
その
事件と
いうの
が大正三年八月ご
ろの
（註5｝もの
だった
ので
ある。
仲間
のO
（尾山
篤二郎
）
やH
（広川松五
郎）
とともに、
酒場で
土地
の
やく
ざまが
いと
起こ
した
暴力沙汰
は、
少女
犀星と
の淡い
交遊以後、
半齢後
の出
来事だ
った
ので
ある。
〈自叙伝
〉
はこれ
ら二
つ
の事
実の前
後を入れ換
えて、
緊
明瓶
それは記
憶違
いが
原
因であるに違
いない。
そう
でな
ければ
この
モニュメ
ンタル
日付が持
つ強い
記念碑
な性格が
理解できな
いか
らだ。
少なく
密
に結
びつ
け
ている
。
そし
てそれが
三年
前、
彼
の初
めて
の滞
京
室生厚星 六つの 〈 自 叙伝〉
時の
こととして。
かくて
、
一層
効果的な
らし
一応
は大
正八年の六
つの
〈自
叙伝〉
につ
いて
触れた
訳であるが、
前期
と後
期と
の二
種
類の作
品群が、
いか
に距
た
っ
てい
たかを明らか
にした
つも
りである
。自
らの
歴史
を語ると
い
犀星
はボ
ンタンに
よっ
て得られた救
いを
、
むるために、
前後を
入れ換え、
因果関
係で結んだ
ので
ある。
こ
と志成らずに放
蕩を繰り返
し、
無頼
の日
を々送
って
は忌
むべき
事件を引き
起こ
す羽田にもなる、
寸私
」
の荒
らくれた心
情と、
ふぢ
子
との
関
わりのう
ちに得
られた
救い、
そし
てその
ことによ
って
取り
もどす
「私
」
のなか
の美し
い感
情、
創作意欲と
を対比
させ、
魂を
回復す
る物語
とし
てこの
〈自叙伝
〉
は作
りあ
げられ
う〈
自叙伝
〉
にし
ても、
所詮は
作りも
の、
虚構で
あっ
て
、
事実
を述
べる
ものでは
ない
ことは
言、つ
までも
な
いが
、
それをもと
に
した作
り方が随分と
違
って
い
るの
である。
事実
に沿
って
作品
・
虚構を構想し
てゆ
くやり
方と
、
虚構が事実を否定し、
それを作
り変え
てゆ
く
やり方
がある。
偽物ら
し
い本
物、
ある
い
は本
物ら
しい本
物と
、
本物
らし
い偽物があ
る。
犀星が腰
を据え
て
小説、
〈自
叙伝〉
を書こう
とした
のが
、
さ
て何
時
頃からだ
った
かは明
ら
かではな
いが
、
「『
愛の
詩集
』
と
『好情小
曲集』
とを出し
てしまふと、
私にはも
う詩
はな
くな
っ
一 （芸） 一
たの
である。
こう
した虚
構のどれ
ほど事
実と
食い
違っ
ている
かは、
火を見
るより
も明
らか
なこと
であろ
う。
犀星
はまだまだ兇
賊まが
いの
あく
どい
日々 を
送らなければならなか
った
し、
挫折を
繰り返さ
なければならなか
った
。
しか
しなが
ら彼が初め
て上
京し
てから、
詩人
として
の成
功を
収めるま
での
長い年
月は、
魂の
上昇
運動と
下降
とを繰
り
返しながらも、
全体
的には美
と愛とを信
ずる詩人
の魂の確
立
・回復す
る過
程と見
なされるも
ので
あ
り、
その
こと
を端的
に象
徴する
物語と
して、
この
〈自
叙伝〉
は読
まねばなら
ぬので
あった
。
しかもなお
長い辛い
日々 が
残っ
てい
るとすれば、
真の救
済を
得たボ
ンタン
と
の美
しくも
清々
しい記
憶は、
確か
に
そニュメ
ント
初め
ての
帰
郷と挫折と
に関
わるべき
、
時代
の
記念碑
とし
て据
え
られなけ
ればならなか
った
。
そこ
からきしてくる明
りを手
にし
て了
った
」
（「泥雀
の歌
」）
とあるように、
二つ
の詩
集出版後だ
った
かもしれ
ない。
しか
し
二つ
の詩
集の
「自序」
が述
べる
よ
う
に、
自身
の
歴史を語りた
いとい
う
散文
へ
の意欲は
、
詩集を
まと
める
と
いう
行為
のう
ちに、
既に芽
ばえと
して字
み込まれ
てい
た
とし
て構わ
な
いの
で
ある。
以上論じ
て来た
六
つの
〈自叙伝
〉
とは別
に、
「海
の
散文詩」
と題
された金石
時代を
描いた
〈自叙伝
〉
的な試
みも
なされ、
そ
れが掲
載された雑
誌
『感情』
第初号
（大
8
・7
）
寸編輯記
事」
にお
いて
、
「私
の
自叙伝は
四百
枚に達
した。
こ
の秋
出版する」
と、
犀星
は記しても
いたので
ある。
だが、
このこ
とは容
易に信
て、
長く
暗い
日々 を
わた
るために。
じられな
いし
、
おそ
らく
事実
ではな
いだろ
う。
しかし
何
らか
の
計画を
持っ
てい
たこ
とは疑
いを
得な
いし
、
それは
これ
まで
の人
10 
明治書院
刊
。そ
の外
、
詳しく注記する
ことはし
ないが
、
小
論が
この
書に多大な恩
恵を受け
て成
立一して
いる
こと
を言
明して
生を時期
的に区
分し、
それを束ね
てみ
れば
一つ
の
長編的な
〈自
叙伝〉
が出
来あが
る
とい
った
、
素材
・事
実にも
たれかか
った
安
おきた
い。
2 
拙論
「室生犀星
『性
に眼
覚め
る頃
』
の方
法」
『大
正文学1』
所
易なも
ので
あ
った
ろうと推測され
るので
あ
る。
その時
期、
『持
収
河 口
沼
・
3
” N H
F hu
－ － 
大正
文学会刊
。
情詩時代
』
『あ
る山の話
』
は脱
稿
して
いた
であ
ろう
。
加う
るに
「海
の散
文詩」
、
そして
「大正
七
年作」
と
して初
収単行本
にお
（詰6）
いて
注
を付された
「山聞
の少
女｜｜
少年
時代
の一 章｜｜
」（
『中
外新論』
大9
・6
）
も、
その
〈自叙伝
〉
には
入っ
てい
たかもし
れな
い。
しかし、
長編的な
〈自
叙伝〉
を構想
する
こと
が可
能
な
のは、
素材を
統一
、
組織化す
る
明確な方法を持
った
とき以外に
はな
く、
『幼
年時代
』
以降、
初め
て
犀星
はそ
れを成
し得た
ので
3 
奥野健男
「青き
魚｜｜
室生犀星
の
詩的故
郷｜｜
」（
『季刊芸術
』
昭羽
・
叩）
、
日本文学研究
資料叢書
『近代詩』
昭印
・4
有精堂
刊
所
収
。
4 
拙論
「室生
犀星
〈自叙伝
〉
の〈
方法〉
ll
『或
る少
女
の死まで
』
を中心
に｜｜」
未発表。
刀口
判 甲
・4
念
日5
4
有精堂
刊
所
収
。
一 （石） 一
5 
三浦仁
「『
愛の
詩集
』
｜｜犀
星詩
の
展開
｜｜」
『日本
の近
代文
あった
。
学｜｜
作家と
作品
』
所
収
究資料叢書
『近代詩』
河口ηd
・14
nHH
Fhu噌E4
角川書
店刊、
日本文学研
室生犀星
の
〈自叙伝〉
は、
まず
自
身の
こ
れまでを
描くと
いう
、
いかに
も素朴な素材重視
の観
点から発
想
されて
い
たが、
次第に
それ
を書く
〈方法〉
を見
い
出して来る
ので
あ
った
。
そのと
き、
〈自叙伝〉
は事
実に囚
われぬ文
学、
一編
の虚
構
とし
て自
立した。
詩人
の模
索的な習作
の段
階は終
わり、
彼は大正八年
八月
、
小説
家と
して戦
列に加
わ
った
ので
ある。
6 
結城信
〈犀星
ノオ
ト
〉
「犀
星に
おける小
説
の
出発点
」
（『
銅
鍛』
第3号
昭お
・
5）
、
奥野健男編
『室
生犀星評
価
の
変遷l｜
その文
学と時
代｜｜』
門 司 寸
唱 E A
P
W 柏 町
n hu
－
－ ヮ ，
三弥
井書店刊
所
収
。
明
本文は
新潮社版
『室生犀星全集
』
に従
った
。
i告
注
それに
収
録され
て
いな
いものは
初出に
従っ
て
いる
。
瓶
1 
室生朝子
・本
多浩
・
星
野晃
一一編
『室
生犀
星文学年
諮問』
昭町
